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年 9 月）はこの問いに対する 1 つ考えを示
している。木村論文は、東アジアが「ロジ
スティックス・インフラ整備が先導する形
の開発戦略」を推し進めていけるよう、経 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
済協力も含めた域内の資源を効率よく活用
できるインフラ整備を行っていくことが必
要であると考える。経済の発展段階が異な
る国、地域を抱えるアジアにとって、すべ
ての国がいまの生産ネットワークに参加す
ることはできないので、3 つの発展段階（①
すでに産業集積の形成が進んでいる国・地
域、②産業集積の近隣に位置する後発の
国・地域、③遠隔地で、短期的に足の速い
国際生産ネットワークに参加することが難
しい地域）に分けた開発戦略とそのための
ロジスティック・インフラ整備を推し進め
ていく必要があるという。 
アジアの発展は日本にとってもいいこと
であろう。今後の日本、アジアの発展のた
めにアジア圏における経済システムの構築
が求められる。 
